
■自動車・自動車部品■

復
権
モ
ノ
づ
く
り

　
環
境
性
能
に
優
れ
る
エ
コ
カ
ー
へ
の
注
目
が
高
ま
っ
て
い
る
。
消

費
者
の
燃
費
へ
の
関
心
が
強
ま
っ
て
い
る
ほ
か
、
世
界
各
国
で
環
境

規
制
が
厳
し
く
な
っ
て
い
る
こ
と
が
背
景
に
あ
る
。
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド

車

Ｈ
Ｖ

や
電
気
自
動
車

Ｅ
Ｖ

と
い
っ
た
新
世
代
技
術
が
視

線
を
集
め
る
一
方
、
既
存
の
ガ
ソ
リ
ン
エ
ン
ジ
ン
も
進
化
を
続
け
て

お
り
、
各
メ
ー
カ
ー
が
火
花
を
散
ら
す
。
エ
コ
カ
ー
戦
略
で
優
位
に

立
て
る
か
が
競
争
力
に
直
結
す
る
だ
け
に
、
国
境
を
越
え
た
陣
営
づ

く
り
も
加
速
し
て
い
る
。

トヨタはＢＭＷと、究極のエコカーとされ
るＦＣＶの共同開発などで昨年に提携合意

ホンダはＨＶのラインア
ップを広げる（米国に投
入したアコードＰＨＶ）

Ｈ
Ｖ
・
Ｅ
Ｖ
で
日
本
勢
先
行

巻
き
返
し
狙
う
ガ
ソ
リ
ン
エ
ン
ジ
ン
欧
州
勢
が
優
位

世界規模で提携加速
ガソリンエンジンも進化（トヨタが開
発中の直噴ターボガソリンエンジン）

部
品
各
社
も
開
発
強
化

薄肉化・小径化オイルシール

一部改良して競争力を高め
た日産のＥＶ「リーフ」

希
少
資
源
の
使
用
減
Ｅ
Ｖ
向
け
モ
ー
タ
ー

エコカー技術開発で火花

　
日
本
国
内
で
エ
コ
カ
ー
の

主
役
に
躍
り
出
た
の
は
Ｈ
Ｖ

だ
。
「
Ｈ
Ｖ
は
普
及
の
フ
ェ

ー
ズ
に
入
っ
て
き
た
」
。
ト

ヨ
タ
自
動
車
の
内
山
田
竹
志

副
会
長
は
こ
う
語
る
。
２
０

１
２
年
の
Ｈ
Ｖ
の
国
内
販
売

台
数
は

年
比
約
２
倍
の

万
台
と
伸
び
た
。

　
世
界
販
売
も
拡
大
し
つ
つ

あ
る
。
ト
ヨ
タ
は

年
の
Ｈ

Ｖ
の
世
界
販
売
が
前
年
比
約

２
倍
の
１
２
１
万
台
と
１
０

０
万
台
の
大
台
を
初
め
て
超

え
た
。
今
後
、
ホ
ン
ダ
も
小

型
車
か
ら
大
型
車
ま
で
ラ
イ

ン
ア
ッ
プ
を
広
げ
て
拡
販
す

る
方
針
を
掲
げ
る
。

　
Ｈ
Ｖ
の
ほ
か
Ｅ
Ｖ
で
も
日

本
メ
ー
カ
ー
勢
が
先
行
す

る
。
そ
の
一
方
、
既
存
の
ガ

ソ
リ
ン
エ
ン
ジ
ン
車
で
は
欧

州
勢
が
優
位
に
立
つ
。
脚
光

を
浴
び
る
の
は
ダ
ウ
ン
サ
イ

ジ
ン
グ
と
呼
ぶ
技
術
。
エ
ン

ジ
ン
を
小
型
化
し
て
燃
費
を

改
善
す
る
と
同
時
に
、
エ
ン

ジ
ン
に
過
給
器
を
搭
載
し
て

出
力
を
維
持
す
る
。
Ｈ
Ｖ
や

Ｅ
Ｖ
と
比
べ
コ
ス
ト
を
抑
え

つ
つ
各
国
の
燃
費
規
制
体
制

に
対
応
で
き
る
。

　
独
フ
ォ
ル
ク
ス
ワ
ー
ゲ
ン

Ｖ
Ｗ

な
ど
欧
州
勢
が
圧

倒
的
に
強
い
が
、
日
本
勢
も

巻
き
返
し
に
動
き
始
め
た
。

日
産
自
動
車
が

年
に
発
売

し
た
小
型
車
「
ノ
ー
ト
」
は

直
噴
エ
ン
ジ
ン
と
過
給
器
を

組
み
合
わ
せ
た
こ
と
な
ど

で
、
燃
費
を
従
来
比
４
割
改

善
し
た
。

　
Ｈ
Ｖ
、
Ｅ
Ｖ
、
ガ
ソ
リ
ン

エ
ン
ジ
ン
の
進
化
―
。
エ
コ

カ
ー
を
巡
っ
て
は
「
本
命
と

な
る
技
術
は
ま
だ
読
み
切
れ

な
い
」
と
い
う
の
が
業
界
関

係
者
の
一
般
的
な
見
方
。
大

手
各
社
は
全
方
位
の
技
術
開

発
で
火
花
を
散
ら
す
が
、
膨

れ
あ
が
る
開
発
費
負
担
を
軽

減
し
よ
う
と
グ
ロ
ー
バ
ル
規

模
で
の
提
携
が
加
速
し
て
き

た
。

　
究
極
の
エ
コ
カ
ー
と
さ
れ

る
燃
料
電
池
車

Ｆ
Ｃ

Ｖ

。

年
に
は
ト
ヨ
タ
と

独
Ｂ
Ｍ
Ｗ
の
２
社
、

年
１

月
に
は
日
産
・
仏
ル
ノ
ー
連

合
、
独
ダ
イ
ム
ラ
ー
、
米
フ

ォ
ー
ド
・
モ
ー
タ
ー
の
４
社

が
Ｆ
Ｃ
Ｖ
の
共
同
開
発
で
提

携
し
た
。

　
Ｆ
Ｃ
Ｖ
を
軸
と
し
た
２
大

陣
営
が
エ
コ
カ
ー
開
発
を
主

導
し
て
い
く
の
か
、
そ
れ
と

も
第
三
極
が
現
れ
る
の
か
。

エ
コ
カ
ー
を
巡
る
合
従
連
衡

の
動
き
か
ら
も
目
が
離
せ
な

い
。

　
自
動
車
部
品
メ
ー
カ
ー
も

エ
コ
カ
ー
を
に
ら
ん
だ
開
発

を
強
化
し
て
い
る
。
オ
イ
ル

シ
ー
ル
最
大
手
の
Ｎ
Ｏ
Ｋ
は

自
動
車
の
燃
費
を
良
く
す
る

た
め
、
エ
ン
ジ
ン
シ
ー
ル
の

ト
ル
ク
を
低
減
し
た
「
低
ト

ル
ク
シ
ー
ル
」
を
開
発
し

た
。
５
年
前
に
比
べ
摩
擦
ト

ル
ク
を
半
減
し
、
シ
ー
ル
の

薄
肉
化
・
小
径
化
を
実
現
。

こ
れ
に
よ
り
、
１
個
の
エ
ン

ジ
ン
シ
ー
ル
で
燃
費
を
１
％

程
度
改
善
で
き
る
と
い
う
。

　
シ
ー
ル
は
部
品
の
隙
間
か

ら
油
が
漏
れ
る
の
を
防
ぐ
の

に
使
う
も
の
で
、
車
１
台
当

た
り

個
の
シ
ー
ル
が
使
わ

れ
る
。
密
封
性
を
損
な
わ
ず

に
低
摩
擦
化
す
る
の
が
開
発

の
カ
ギ
だ
。
さ
ら
に
シ
ー
ル

を
取
り
付
け
る
断
面
を
従
来

比

％
カ
ッ
ト
。
こ
れ
に
あ

わ
せ
た
設
計
で
周
辺
部
品
も

開
発
す
る
た
め
、
全
体
の
部

品
の
小
型
・
軽
量
化
に
貢
献

し
低
燃
費
化
に
つ
な
が
る
。

　
た
だ
シ
ー
ル
を
小
さ
く
す

る
に
は
強
度
の
問
題
か
ら
限

界
が
あ
る
。
黒
木
雄
一
執
行

役
員
は
「
シ
ー
ル
ゴ
ム
素
材

の
配
合
で
工
夫
し
、
表
面
処

理
に
よ
っ
て
摩
擦
係
数
を
下

げ
る
」
と
２
種
類
の
方
法
で

開
発
を
進
め
る
と
い
う
。
そ

の
上
で
「
５
年
後
に
は
摩
擦

ト
ル
ク
を
現
在
比
３
―
５
割

下
げ
た
い
」
と
し
て
い
る
。

　
欧
州
や
中
国
で
デ
ィ
ー
ゼ

ル
車
に
加
え
、
ガ
ソ
リ
ン
車

へ
の
タ
ー
ボ
搭
載
が
増
え
て

い
る
。
三
菱
重
工
業
や
Ｉ
Ｈ

Ｉ
な
ど
は
タ
イ
や
欧
州
、
中

国
で
増
産
中
だ
。
今
後
は
米

国
で
も
自
国
の
燃
費
規
制
へ

の
対
応
か
ら
タ
ー
ボ
の
需
要

が
伸
び
る
と
予
測
。
三
菱
重

工
は
米
国
イ
ン
デ
ィ
ア
ナ
州

に
タ
ー
ボ
の
生
産
拠
点
を
確

保
し
、
「
米
国
で
の
受
注
拡

大
を
目
指
す
」

同
社

方

針
だ
。

　
日
産
自
動
車
系
部
品
大
手

の
カ
ル
ソ
ニ
ッ
ク
カ
ン
セ
イ

は
、
Ｅ
Ｖ
向
け
の
バ
ッ
テ
リ

ー
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー
な
ど
を

手
が
け
る
。
Ｅ
Ｖ
の
航
続
距

離
を
決
め
る
の
は
バ
ッ
テ
リ

ー
の
容
量
な
ど
だ
が
、
コ
ン

ト
ロ
ー
ラ
ー
は
そ
の
容
量
を

最
大
限
に
使
う
こ
と
を
助
け

る
役
割
を
担
う
。
ま
た
Ｅ
Ｖ

は
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
が
大
き
な

課
題
と
な
る
が
、
同
社
の
呉

文
精
社
長
は
「
部
品
統
合
な

ど
の
余
地
は
あ
る
」
と
見

る
。
現
在
、
Ｅ
Ｖ
向
け
部
品

は
受
託
生
産
し
て
い
る
状
況

だ
が
、
「
入
札
に
移
行
し
た

際
に
着
実
に
勝
て
る
よ
う
、

技
術
を
磨
き
た
い
」

呉
社

長

。

　
Ｅ
Ｖ
に
使
わ
れ
る
駆
動
系

モ
ー
タ
ー
は
高
磁
力
磁
石
を

多
く
使
う
た
め
、
希
少
資
源

の
使
用
を
減
ら
す
こ
と
も
Ｅ

Ｖ
普
及
に
向
け
た
重
要
な
ポ

イ
ン
ト
だ
。
日
産
が

年
に

一
部
改
良
し
て
発
売
し
た
Ｅ

Ｖ
リ
ー
フ
の
新
モ
ー
タ
ー

に
は
、
信
越
化
学
工
業
の
ジ

ス
プ
ロ
シ
ウ
ム
使
用
量
を

％
削
減
し
た
レ

ア
ア
ー
ス

希

土
類

磁
石
が

採
用
さ
れ
た
。

ジ
ス
プ
ロ
シ
ウ

ム
は
希
土
類
の

中
で
も
中
国
に

偏
在
す
る
特
に

希
少
な
金
属

で
、
耐
熱
性
を

付
与
す
る
た
め

に
使
わ
れ
る
。

　
信
越
化
学
は

ジ
ス
プ
ロ
シ
ウ

ム
を
磁
石
粒
子

の
界
面
に
局
在

さ
せ
て
耐
熱
性

を
維
持
し
な
が

ら
使
用
量
を
減

ら
す
粒
界
拡
散

合
金
技
術
を
自

動
車
や
電
機
業

界
に
提
案
し
て
き
た
。
自
動

車
業
界
で
は
車
種
改
良
の
タ

イ
ミ
ン
グ
で
ジ
ス
プ
ロ
シ
ウ

ム
低
減
磁
石
の
利
用
が
増
え

て
き
て
い
る
と
い
う
。

　
ま
た
ジ
ス
プ
ロ
シ
ウ
ム
低

減
技
術
は
日
立
金
属
や
Ｔ
Ｄ

Ｋ
、
大
同
特
殊
鋼
な
ど
も
取

り
組
ん
で
お
り
、
今
後
さ
ら

に
使
用
が
増
え
そ
う
だ
。

　
世
界
各
国
で
規
制
が
強
化

さ
れ
て
い
る
た
め
、
ガ
ソ
リ

ン
車
の
燃
費
改
善
に
も
さ
ま

ざ
ま
な
部
品
の
提
案
が
行
わ

れ
て
い
る
。
小
型
化
・
軽
量

化
に
加
え
、
電
気
や
熱
を
有

効
利
用
す
る
部
品
な
ど
多
岐

に
わ
た
る
。

　
デ
ン
ソ
ー
の
新
し
い
小
型

の
排
ガ
ス
再
循
環
装
置

Ｅ

Ｇ
Ｒ

ク
ー
ラ
ー
は
、
同
等

性
能
で

％
小
型
化
し
た
。

「
従
来
品
を
置
き
換
え
る
次

世
代
型
の
製
品
」

同
社

と
胸
を
張
る
。
排
ガ
ス
の
一

部
を
吸
気
側
に
再
循
環
さ
せ

て
燃
費
を
向
上
さ
せ
る
Ｅ
Ｇ

Ｒ
シ
ス
テ
ム
に
使
う
部
品

で
、
温
度
を
下
げ
て
ガ
ス
密

度
を
高
め
る
こ
と
で
Ｅ
Ｇ
Ｒ

シ
ス
テ
ム
の
働
き
を
高
め

る
。

　　 ２０１３年 平成２５年 ３月２９日 金曜日 （第２部） 　　 （ ）


